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研 究 会 報 告 
 





司 会： 白藤博行 
時 間： 18 時～20 時 
場 所： 神田校舎 6 号館国際会議室 
参加人数：40 名 
シンポジウム概要 
ゲルト・ヴィンター氏を招き、2011 年 11 月 29 日、「ドイツでは、なぜ脱原発の決定に
いたったのか？」と題するシンポジウムを、神田キャンパスで開催した。研究者、学生、
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2011 年 12 月 17 日（土） シンポジウム報告 
テーマ： 原発事故とエネルギー政策の転換 
主 催： 専修大学社会科学研究所 
期 日： 2011 年 12 月 17 日（土） 13 時 30 分～16 時 
会 場： 生田キャンパス 10 号館 10209 号室 


































ウム 134 は 2.06 年、セシウム 137 は 30.17 年、ストロンチウム 90 は 28.8 年という各放射


















(1) １号機は 2010 年６月着工、２号機は 2017 年度着工予定で、まだ調査段階であるが、
現地でみると実質的には着工、工事がスタートしている。 
(2) 中国地方の電力需要増加に対応すること、原子力発電割合（現在は全国平均 20％を
引き上げることが建設目的にあげられているが、中国地方の電力需要はこの 10 年間増 
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参加者からの質問に対する報告者の回答 
清水修二 
原発事故直後に福島原発の設計を担当したアメリカのＧＥ社からの事故後の対応で協
力したいという申し出を日本側が断ったのは事実かとの質問に対し、事故後の大混乱の中
でコミュニュケーションが十分とれないＧＥ社の申し出を断ったのは当然である。 
アジアの国々は原発導入に積極的であるが、日本が原発を輸出することは公害・リスク
の輸出であり、許されない。 
今、必要なことは高濃度地域で 10ｍ四方単位ぐらいで細密な汚染地図を作成し、それに
基づいて住宅地、農地といった土地利用を考えることである。 
国民全体で考えてみたいこととして、利益誘導で原子力のリスクを農村に転嫁してきた
やり方は良かったのか、すでに「原子力との共生」の道を選択した地域はどうしたらよい
だろうか等がある。原発の運転を停止しても、放射性廃棄物は残る。ガレキの最終処分場
は原発でつくった電気で受益してきた首都圏で受け入れるべきである。 
野口邦和 
きめ細かい放射能測定が必要である。 
安全性意識を育てよう。食品については、規制値を現在の暫定規制値よりも引き下げる
べきである。福島産の農産物についてみると、一部を除いては、検出限界値よりも低い。
放射性物質が表土にあった段階から土の中に入った段階になり、根からの吸収になってい
るためである。海の汚染については実態が知らされていないが、可能性は高い。高濃度汚
染水がたまり水となっているのが危険である。 
ガレキの最終処分場について、県外で受け入れてくれるところで出てこないだろう。 
泉 留維 
高レベル放射性廃棄物の受入先が決まっている国はない。今後、出さない、増やさない
ことしか途はなく、それは廃炉である。 
脱原発の立場に立って再生可能エネルギーの原発代替を考えている。②の｢不安定・予
測不可能型エネルギー｣は全国的な電力ネットワークに乗せるのには適していない。ロー
カルなネットワークを考えるべきである。電気についても、「地産地消」という考え方を
取り入れるべきである。 
記：専修大学経済学部・町田俊彦 
 
